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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本論文は、心筋細胞がネットワークを構成することで生じるダイナミクスとその機能を解明するために、ネットワ
ーク形態とその拍動リズムとの関係を理論的アプローチ及び in vitro 手法を用いて解析した成果をまとめたものであ
る。１）膜電位モデルを用いた心筋細胞ネットワークの解析、２）マイクロチャンバーを用いた心筋細胞ネットワー
クの実験的解析、３）生体内の細胞配列を再現するための培養手法の開発が述べられている。１）では、細胞間の連
結の程度や細胞の配列によって拍動リズムの同調性や引き込みの様式が異なることをシミュレーションにより明ら
かにし、２）では、それを実験的に示すための基盤的な成果を示している。３）においては、心筋組織の３次元再構
築を目指した培養手法を提案し、その有効性を示している。 
 以上のように、本論文では、数理学的手法及び光工学的手法を用いることで、心筋細胞ネットワークの形態がその
ダイナミクスに与える影響・効果を明らかにしている。この研究成果は生命機能学、特にバイオフォトニクス学に寄
与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
